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コ
フ
ロ
ッ
ク
㈱
（
本
社
＝
京

都
府
京
田
辺
市
草
内
当
ノ
木
１

―
３
、
☎
０
７
７
４
―
62
―
４

４
１
１
）
は
、
２
０
１
８
年
に

屋
外
設
置
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
内

蔵
ガ
ス
発
生
装
置
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発

売
し
て
以
来
、
好
調
な
出
荷
を

続
け
て
お
り
、
他
の
シ
リ
ー
ズ

で
も
屋
外
仕
様
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
増
強
し
て
い
る
。

国
内
の
製
造
現
場
で
は
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
工
作
機
械

や
周
辺
機
器
が
所
狭
し
と
設
置

さ
れ
て
い
る
工
場
が
多
く
、
ガ

ス
発
生
装
置
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

等
を
屋
内
に
設
置
す
る
に
は
レ

イ
ア
ウ
ト
的
に
困
難
な
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
、
屋
外
設
置
型
ガ

ス
発
生
装
置
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
シ

リ
ー
ズ
」
は
、
塩
害
な
ど
の
比

好
評
な
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
―

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」
を
基
に

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
内
蔵
・
外
付
け
両
タ
イ
プ
で

屋
外
型
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
追
加
！

コ フ ロ ッ ク

前回の「FOOMA JAPAN」に出展した
「N2 IMPACT Ⅱシリーズ」の実機展示

コンプレッサ外付けタイプの大型窒素ガス発生装置
「NEⅡシリーズ」の屋外設置（右側が装置）

較
的
厳
し
い
条
件
の
周
囲
環
境

に
も
強
い
給
油
式
イ
ン
バ
ー
タ

ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を

組
み
込
む
と
と
も
に
、
装
置
内

部
を
機
能
ご
と
に
分
け
る
「
ボ

ッ
ク
ス
構
造
」の
採
用
に
よ
り
、

機
器
間
の
熱
干
渉
の
低
減
に
成

功
。
最
適
な
冷
却
効
果
が
得
ら

れ
る
吸
・
換
気
設
計
で
装
置
内

を
効
率
的
に
喚
気
し
、
猛
暑
日

の
45
℃
の
屋
外
環
境
下
で
も
連

続
運
転
を
可
能
と
し
て
い
る
。

「
ボ
ッ
ク
ス
構
造
」
で
62‌

dB

以
下
の
低
騒
音
運
転
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

か
ら
排
出
さ
れ
る
ド
レ
ン
水
の

油
分
を
分
離
す
る
油
水
分
離
機

能
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
に
標
準
装

備
し
た
。
装
置
内
へ
の
雨
水
の

侵
入
を
防
ぐ
防
滴
規
格
Ｉ
Ｐ
Ｘ

３
相
当
の
専
用
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を

採
用
し
た
他
、
第
二
種
圧
力
容

器
・
高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
法
規

GENE—BASEシリーズ
（窒素ガス発生装置）屋外設置

屋
外
型
窒
素
ガ
ス
発
生
装
置

「
N2 

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ 

Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」

「
Ｎ
Ｅ
Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

外
付
け
タ
イ
プ
に
屋
外
型
を
追
加
！

高
精
度
な
ガ
ス
流
量
制
御
・
管
理
に
！

「
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
」
を
提
案
！

対
象
外
の
た
め
、
設
置
に
際
し

て
面
倒
な
申
請
が
不
要
と
な

る
。発

生
ガ
ス
は
、
窒
素
、
酸
素
、

ク
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
エ
ア
（
Ｃ
Ｄ

Ａ
）
の
３
種
類
あ
り
、
窒
素
ガ

ス
用
の
出
力
は
７
・
５
～
22
㎾

の
４
機
種
を
用
意
。
窒
素
純
度

は
95
～
99
・
９
９
９
％
対
応
で
、

窒
素
ガ
ス
発
生
量
は
毎
時
７
～

95
Ｎ
㎥
ま
で
可
能
。
納
入
先
は

プ
ラ
ン
ト
関
係
や
企
業
・
大
学

の
研
究
機
関
等
で
、
電
子
部
品

の
リ
フ
ロ
ー
炉
用
や
樹
脂
成
型

用
、
各
種
熱
処
理
、
ア
ル
ミ
溶

解
、
レ
ー
ザ
加
工
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
用
と
し
て
採
用
が
進

み
、
全
体
で
１
５
０
台
以
上
の

実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

装
以
外
に
も
、プ
ラ
ン
ト
関
連
、

樹
脂
成
型
、
無
酸
化
炉
・
熱
処

理
時
の
防
爆
用
等
で
採
用
実
績

が
あ
る
。

窒
素
ガ
ス
純
度
は
99
～
99
・

９
９
％
対
応
で
、
窒
素
ガ
ス
発

生
量
は
毎
時
２
・
８
～
17
・
２

Ｎ
㎥
ま
で
可
能
。

昨
年
６
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
食
品
製
造

総
合
展
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ 

２
０
２
５
」
に
、
屋

外
型
「
N2 

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ 

Ⅱ
」

の
デ
モ
機
（
３
・
７
㎾
機
対
象
・

写
真
参
照
）
を
展
示
し
、
多
く

の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
受
注

に
繋
が
っ
た
と
し
て
、
今
年
の

同
展
に
も
「
N2 

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｔ 

Ⅱ
屋
外
型
」
の
展
示
を
予

定
し
て
い
る
。

や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
分
析
、
燃

料
電
池
、
液
晶
、
有
機
Ｅ
Ｌ
、

バ
イ
オ
、
食
品
分
野
等
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
ガ
ス
流
量
制

御
・
管
理
に
欠
か
せ
な
い
「
マ

ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
」
を

製
造
し
て
い
る
。

中
で
も
、
溶
接
に
お
い
て
使

用
す
る
ガ
ス
の
流
量
制
御
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
ガ
ス
流
量

が
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
等
の
欠
陥
の
要

因
に
な
り
や
す
い
。

そ
こ
で
、
同
社
で
は
、
不
活

性
ガ
ス
や
活
性
ガ
ス
の
高
精
度

な
デ
ジ
タ
ル
管
理
に
効
果
を
発

揮
す
る
表
示
器
付
マ
ス
フ
ロ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
８
７
０
０
シ

リ
ー
ズ
」
や
、
直
感
的
な
微
調

整
と
目
視
に
よ
る
信
頼
性
に
富

ん
だ
精
密
ニ
ー
ド
ル
バ
ル
ブ
付

き
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
「
Ｒ
Ｋ
１
２

０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
設
置
を
推

奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
、
用
途
に
合

わ
せ
て
、
前
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ガ
ス
を
混
合
し
て
使
用
す
る
例

も
多
く
、
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
や
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
を
搭

載
し
た
ガ
ス
混
合
装
置
も
複
数

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
既

製
品
の
混
合
ガ
ス
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
特
殊
な
条
件
で
も
、

構
内
で
の
混
合
な
ら
自
由
に
比

率
を
変
え
る
事
が
で
き
る
た

め
、
ガ
ス
コ
ス
ト
の
最
適
化
と

品
質
向
上
の
両
立
に
貢
献
す

る
。こ

れ
ら
製
品
に
関
す
る
相
談

は
、
同
社
（
☎
０
７
７
４
―
６

２
―
４
４
１
１
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
を
。

[

資
料
請
求
番
号
Ｓ
―
１]

◇　
　

◇　
　

◇

昨
年
に
は
、
オ
イ
ル
フ
リ
ー

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
内
蔵
窒
素
ガ
ス

発
生
装
置
「
N2 

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｔ 

Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」
に
屋
外
仕

様
を
追
加
し
た
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

で
得
た
知
見
と
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ

に
加
え
、
屋
根
と
筐
体
の
間
に

通
気
層
を
設
け
て
機
器
へ
の
大

幅
な
遮
熱
効
果
を
発
揮
す
る

「
通
気
屋
根
構
造
」
を
採
用
。

ま
た
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
か
ら
排
熱
も
独
立
し
て

外
へ
換
気
す
る
設
計
に
よ
り
、

40
℃
の
屋
外
環
境
下
で
も
運
転

を
可
能
に
し
た
。
防
滴
規
格
Ｉ

Ｐ
Ｘ
３
相
当
と
堅
牢
で
、
吸
換

気
ダ
ク
ト
に
ダ
ク
ト
カ
バ
ー
を

標
準
装
備
す
る
。「
品
質
」「
衛

生
」
面
を
重
視
し
オ
イ
ル
フ
リ

ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
求
め
る
、

食
品
業
界
（
包
装
）
で
は
本
シ

リ
ー
ズ
の
採
用
が
進
ん
で
い

る
。出

力
は
、
２
・
２
～
７
・
５

㎾
の
４
機
種
を
揃
え
、
食
品
包

そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
外
付
け
タ
イ
プ
の
中
型

窒
素
ガ
ス
発
生
装
置
「
Ｎ
Ｔ
Ｅ

シ
リ
ー
ズ
」、
同
大
型
「
Ｎ
Ｅ

Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」
に
屋
外
型
を
追

加
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

外
付
け
タ
イ
プ
は
、
窒
素
ガ
ス

純
度
99
～
99
・
９
９
％
対
応
で
、

窒
素
ガ
ス
発
生
量
は
毎
時
２
・

７
～
１
８
０
Ｎ
㎥
ま
で
屋
外
型

の
機
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
完
了

し
た
。

作
動
時
に
熱
が
発
生
す
る
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
が
外
付
け
の
た

め
、
設
計
上
、
特
段
の
放
熱
対

策
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
雨

水
の
侵
入
を
防
ぐ
防
滴
規
格
Ｉ

Ｐ
Ｘ
３
相
当
の
堅
牢
さ
を
確
保

し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
の
外
付
け
タ
イ

プ
の
特
徴
で
あ
る
省
ス
ペ
ー
ス

設
計
も
屋
外
型
に
継
承
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
増
強
に

よ
り
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
や
、
ガ

ス
純
度
や
ガ
ス
発
生
量
等
の
仕

様
、
導
入
時
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
、
と
い
っ
た
様
々
な
ユ
ー

ザ
の
要
望
に
対
応
し
た
ガ
ス
発

一
方
、
同
社
で
は
、
半
導
体

生
装
置
が
出
揃
っ
た
。


